
　
　
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

　
　
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
ご
本
人
や
配

偶
者
の
退
職（
失
業
）・
転
職
・
結
婚
な

ど
で
国
民
年
金
加
入
の
種
別
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
、種
別
変
更
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

や
、
死
亡
し
た
場
合
に
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
に
は
、
ご
本
人
の
申
請
手
続
き
に

よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
が「
免
除
」、

「
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
」、又
は

「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
失
業
さ
れ
た
場
合
の
特
例

　
免
除
を
申
請
す
る
日
の
年
度
、
ま

た
は
そ
の
前
年
度
に
失
業
さ
れ
た
方

が
対
象
と
な
り
、
「
雇
用
保
険
受
給

者
資
格
証
」、「
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
」
な
ど
の
確
認
資
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

役
場
年
金
窓
口
ま
た
は
室
蘭
社
会
保

険
事
務
所
へ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　 

住
民
課
戸
籍
年
金
係

　
74-

３
０
０
２
又
は
室
蘭
年
金
事
務

所
　
０
１
４
３-

24-

７
１
０
４

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
（
国
税

の
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）
ｅ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
及
び
電
子
証
明
書

の
交
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
新
規
で
申
請
さ
れ
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
交
付
ま
で
数
日
間
要
し
ま
す
の

で
、
申
告
期
間
前
に
余
裕
を
も
っ
て

申
請
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
既
に
電
子
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
有

効
期
間
（
発
行
日
か
ら
３
年
間
）
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
に
つ
い
て
は
、
３
年

を
経
過
す
る
と
、
自
動
失
効
し
ま
す
。

問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
年
金
係
　
　

　
　
74-

３
０
０
２

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
と
は
？

　
市
区
町
村
が
交
付
す
る
安
全
性
に

優
れ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。

　
種
類
は
「
写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
と
「
写
真
な
し
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
」
の
２
つ
が
あ
り
、

希
望
す
る
カ
ー
ド
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
「
写
真
付
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
」
は
免
許
証
同
様
の
公
的
身

分
証
明
書
と
し
て
、
利
用
で
き
ま
す
。

●
電
子
証
明
書
と
は
？

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
手
続
き
に
お
い
て
、
本
人
確
認

を
す
る
た
め
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
保
存
さ
れ
る
情
報
で
す
。
電
子
証

明
書
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人

に
よ
る「
な
り
す
ま
し
」や「
デ
ー
タ
の

改
ざ
ん
」を
防
ぎ
、オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
を
安
全
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住民課戸籍年金係　74-3002

…そこが知りたい

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
二
月
定
例
会
よ
り

芸
人
の
映
る
テ
レ
ビ
に
迎
合
し

　
　
　
　
　
笑
っ
て
み
る
も
何
か
空
し
き
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

核
な
き
世
界
な
ほ
遠
け
れ
ど
信
じ
つ
つ

　
　
　
　
　
わ
れ
ら
生
き
つ
ぐ
地
球
は
一
つ
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

あ
り
が
た
く
生
き
生
か
さ
れ
し
こ
の
い
の
ち

　
　
　
　
　
す
こ
や
か
に
し
て
迎
へ
た
し
新
春
を
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

人
の
命
は
そ
ん
な
に
軽
き
も
の
な
る
や
　

　
　
　
　
　
惨
き
事
件
は
今
日
も
紙
面
に
　
　
　
　
　
大
　
田
　
　
　
智

例
会
の
短
歌
を
詠
ま
む
と
指
折
れ
ど

　
　
　
　
　
重
ね
し
齢
が
吾
の
邪
魔
を
す
る
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

温
暖
化
心
配
な
れ
ど
小
春
日
に

　
　
　
　
　
散
歩
に
行
き
ぬ
背
筋
の
ば
し
て
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

無
器
用
な
男
手
ひ
と
つ
何
作
ら
ん

　
　
　
　
　
ツ
ナ
の
煮
も
の
と
妻
は
う
な
づ
く
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

柿
の
木
に
小
鳥
つ
い
ば
み
渋
き
実
を

　
　
　
　
　
舗
道
に
お
と
し
す
ぐ
に
飛
び
立
つ
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

小
春
日
や
庭
の
小
鳥
の
入
れ
替
り
　
　
　
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

野
の
花
の
地
に
し
が
み
つ
く
小
春
か
な
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

水
洩
れ
の
音
を
引
き
ず
り
冬
の
夜
半
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

落
葉
蹴
る
仲
間
は
ず
れ
の
口
尖
り
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

お
歳
暮
は
年
金
で
買
ふ
金
次
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

行
き
交
わ
す
水
脈
の
重
な
る
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

身
の
回
り
仕
分
け
も
出
来
ず
年
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
二
月
定
例
会
よ
り

は

る

う

た
む
ご

く
ち
と
が

国
民
年
金
の
加
入
・
保
険
料
免
除

の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

電
子
証
明
書
発
行
のお

知
ら
せ


